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解　

説

東
京
都
庭
園
美
術
館　

学
芸
員

田
中
実
穂

　

本
史
料
集
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
菊
花
壇
養
種
』（
資
料
番
号

1
2
2
0
0
0
5
5
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
菊
の
栽
培
方
法
を
多

く
の
図
版
を
駆
使
し
て
具
体
的
に
解
説
し
、
文
字
に
は
丁
寧
に
ル
ビ
を
付
す
な
ど
、

広
汎
な
読
者
層
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
菊
栽
培
の
ひ
ろ
が
り
を
予
見
さ
せ
る

作
品
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
東
京
博
物
館
で
は
、
本
書
を
江
戸
時
代
後
期
の
園
芸
文

化
の
在
り
方
を
示
す
資
料
と
し
て
、平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
開
催
の
特
別
展
「
花

開
く
江
戸
の
園
芸
」
に
お
い
て
展
示
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
多
く
の
園
芸
書
が
刊
行
さ
れ
た
が
、複
数
の
植
物
の
栽
培
方
法
を
、

土
壌
や
肥
料
な
ど
の
種
類
や
適
性
と
共
に
紹
介
す
る
総
合
的
な
内
容
と
、
一
つ
の
植

物
に
お
け
る
品
種
や
栽
培
方
法
に
限
定
し
た
内
容
と
に
大
別
さ
れ
る
。『
菊
花
壇
養

種
』
は
そ
の
名
称
の
通
り
後
者
で
あ
り
、
菊
を
栽
培
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
技

術
、
種
類
を
解
説
す
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
菊
栽
培
と
人
々
と
の
関
わ
り
を

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
好
資
料
で
あ
る
。

　

１　

書
誌
情
報

　

寸
法　

縦
一
八
・
八
㎝ 

× 

横
一
二
・
〇
㎝　

全
三
五
丁　

墨
刷

　

青
色
の
表
紙
・
裏
表
紙
の
一
面
に
は
、菊
の
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
「
菊

花
壇
養
種　

全
」、
上
下
に
菊
の
花
が
あ
し
ら
わ
れ
た
見
返
し
の
内
題
に
「
菅
井
菊

叟
著　

菊
花
壇
養
種　

東
都
書
肆　

甘
泉
堂
梓
」
と
あ
り
、
柱
題
は
「
菊
花
壇
」
と

の
み
あ
る
。
著
者
は
菅
井
菊
叟
、
版
元
の
甘
泉
堂
は
、
芝
三
嶋
町
に
店
を
構
え
た
地

本
双
紙
問
屋
、和
泉
屋
市
兵
衛
。
刊
年
は
序
文
・
跋
文
に
あ
る
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）

を
採
っ
て
い
る
。
本
書
の
特
徴
は
、
菊
の
栽
培
方
法
を
豊
富
な
図
入
り
で
解
説
し
た

点
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
挿
絵
を
描
い
た
の
は
、
画
中
の
署
名
か
ら
渓
斎
英
泉

（
一
七
九
一
～
一
八
四
八
）
に
よ
る
も
の
と
知
ら
れ
る
。
著
者
の
菅
井
菊
叟
の
事
跡

は
未
詳
な
が
ら
、
序
文
の
署
名
に
あ
る
「
東
都
楓
川
市
隠
」、「
一
筆
庵
主
人
」
が
い

ず
れ
も
渓
斎
英
泉
の
号
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
の
作
者
菅
井
菊
叟
も
渓
斎
英

泉
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
事
が
多
い
1

。
跋
文
を
誌
し
た
の
は
、
玉
英
舎
主

人
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
玉
英
舎
の
事
跡
も
未
詳
。
著
者
菊
叟
を
師
と
仰

い
で
い
る
が
、
記
述
の
範
囲
で
は
絵
画
の
師
で
あ
る
の
か
、
菊
作
り
の
師
で
あ
る
の

か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
作
者
を
英
泉
と
推
定
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
書
で
は
、
絵
師
渓
斎
英
泉
が
序
文
・
本
文
・
挿
絵

を
手
が
け
た
作
品
で
あ
る
と
す
る
先
行
研
究
を
承
継
し
て
お
き
た
い
。

　

本
文
の
冒
頭
に
「
菊
花
壇
養
種　

初
輯
」
と
あ
り
、
か
つ
文
中
に
「
初
輯
に
漏
た

る
事
は
後
輯
に
次
で
誌
す
」
と
あ
る
な
ど
、
執
筆
段
階
で
は
後
輯
の
刊
行
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
外
題
に
は
「
菊
花
壇
養
種　

全
」
と
あ
り
、
刊
行
段
階
で
後
輯

の
刊
行
は
断
念
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
現
在
も
後
輯
の
存
在
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
初
輯
刊
行
の
二
年
後
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
渓
斎
自
身
が
没

し
た
こ
と
も
あ
り
、
後
輯
の
刊
行
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

２　

江
戸
時
代
の
菊
に
つ
い
て

　
　

⑴　

弘
化
三
年
に
お
け
る
菊
と
人
々

　
『
菊
花
壇
養
種
』
が
刊
行
さ
れ
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
頃
は
、
巣
鴨
や
染
井

を
は
じ
め
と
し
た
植
木
屋
の
庭
に
設
け
ら
れ
た
菊
花
壇
が
、
秋
の
風
物
詩
と
し
て
、
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一
方
、天
保
～
弘
化
年
間
に
は
、大
量
の
小
菊
を
使
用
し
た
「
菊
人
形
」「
菊
細
工
」

が
造
ら
れ
た
。
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
「
造
花
一
覧
園
百
菊
」
で
は
、
文
化

年
間
に
お
け
る
流
行
を
惜
し
ん
で
、
菊
細
工
を
手
掛
け
る
植
木
屋
と
、
そ
の
内
容
を

一
覧
に
し
て
い
る
5

。
ま
た
、
菊
細
工
の
見
物
を
容
易
に
す
る
案
内
図
な
ど
も
発
行

さ
れ
、
人
々
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
花
期
が
長
く
、
茎
が
し
な
や
か
に
曲
が
る

菊
は
、
人
物
や
動
物
、
舞
台
を
再
現
し
た
造
作
を
飾
り
立
て
る
花
と
し
て
は
最
適
で

あ
り
、
他
の
植
物
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
出
来
映
え
の
見
事
さ
や
珍
し
さ
は

大
勢
の
人
気
を
集
め
、
錦
絵
の
恰
好
の
題
材
と
な
っ
た
。

　　
　

⑵　

江
戸
時
代
に
お
け
る
菊
の
著
作
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
菊
に
つ
い
て
主
な
著
作
を
掲
げ
る
。
内
容
を
図
譜 

□図
・
概
説
（
効
能
含
む
） 

□概
・
栽
培 

□裁
・
そ
の
他 

□他 

と
大
別
し
た
。

　
　
□図
「
き
く
の
百
花
」
伝
土
佐
光
起　

貞
享
～
元
禄

　
　
□裁
『
菊
譜
百
詠
図
』
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）

　
　
　
　

�

※
一
四
五
八
年
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
『
菊
詩
百
篇
』
の
翻
刻
版
。
日
本

で
最
初
の
菊
の
園
芸
書
と
さ
れ
る
。

　
　
□裁
『
花
壇
綱
目
』　

水
野
元
勝　
　

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

　
　
□図
「
菊
ノ
画
譜
」　

伝
武
林
唯
七　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

　
　
□図
「
画
菊
」　　
　

建
仁
寺
潤
甫　

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

　
　
□裁
『
花
壇
地
錦
抄
』
伊
藤
伊
兵
衛
三
之
丞　

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

　
　
□概
『
花
譜
』　　
　

貝
原
益
軒　
　

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

　
　
　
　

�

上
代
よ
り
名
を
得
た
り
。
郡
花
に
を
く
れ
て
晩
秋
に
ひ
と
り
ひ
ら
き
て
百

人
々
の
人
気
を
集
め
て
い
た
。
往
時
の
様
子
は
、
菊
池
貫
一
郎
著
『
絵
本
江
戸
風
俗

往
来
』
に
次
の
通
り
に
記
さ
れ
る
2

。

　

菊�

見　

天
保
以
後
は
菊
人
形
を
造
り
飾
り
、
見
物
を
呼
ぶ
こ
と
絶
え
て
止
み
に
け

り
。
た
だ
花
壇
菊
は
益
々
念
を
入
れ
て
見
事
に
造
り
た
り
。
染
井
・
千
駄
木
辺

な
る
将
軍
家
御
用
の
植
木
師
、
諸
侯
方
御
出
入
の
庭
園
師
は
、
屋
敷
地
所
も
殊

の
外
手
広
く
、
木
石
等
も
い
み
じ
き
名
品
多
く
、
庭
樹
の
手
入
れ
も
全
く
行
き

届
け
る
。
園
中
に
花
壇
菊
の
培
養
を
な
し
、
金
銭
に
関
せ
ぬ
技
倆
を
示
し
て
仕

立
て
る
花
に
て
、
そ
の
見
事
な
る
こ
と
、
目
を
驚
か
せ
た
り
。
さ
れ
ば
好
み
に

て
菊
花
を
愛
す
る
客
に
は
、
閑
静
に
し
て
賞
す
る
に
堪
え
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

花
壇
菊
（
菊
花
壇
と
も
）
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
も
「
菊
花
壇
花
盛
り
に
し
て
愛

翫
す
る
」
と
あ
り
、紙
の
花
受
で
整
え
ら
れ
た
大
菊
に
人
々
が
集
う
様
が
描
か
れ
る
。

（
一
〇
頁
）
題
名
か
ら
し
て
『
菊
花
壇
養
種
』
で
あ
る
本
書
の
内
容
は
、「
此こ
の
さ
う
し

策
子
は
、

当た
う
せ
い世
の
洋お
ほ
き
く菊
を
花く
わ
だ
ん壇
に
作つ
く

る
事こ
と

を
委く
は

し
く
誌し
る

せ
り
。」（
五
頁
）
か
ら
本
文
が
始
ま
る

通
り
、
主
と
し
て
大
菊
の
栽
培
方
法
で
あ
る
。
菊
の
花
そ
の
も
の
を
好
む
層
に
と
っ

て
は
、
丹
精
を
込
め
て
栽
培
さ
れ
た
菊
花
と
向
き
合
え
る
花
壇
菊
が
支
持
さ
れ
た
。

　

菊
へ
の
関
心
と
し
て
、
八
世
紀
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
際
に
、
共
に
伝
え
ら
れ
た

「
隠
逸
」
3

を
象
徴
す
る
存
在
と
す
る
文
人
流
や
、
珍
し
い
種
類
に
高
値
を
付
け
、
投

機
の
対
象
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
未
見
の
種
を
作
出
す
る
た
め

に
実
生
栽
培
を
行
い
、
ま
た
、
花は
な
あ
わ
せ合と
い
う
品
評
会
で
高
評
価
を
得
る
べ
く
、
大
菊
・

中
菊
の
栽
培
に
精
根
が
傾
け
ら
れ
た
。
品
評
会
の
結
果
に
よ
る
様
々
な
反
応
を
、
小

林
一
茶
は
、「
勝
っ
た
菊
大
名
小
路
通
り
け
り
」「
負
け
菊
を
ひ
と
り
見
直
す
夕
べ
か

な
」
と
詠
ん
で
い
る
4

。
実
生
に
よ
る
菊
の
種
類
は
増
え
続
け
、
岩
崎
灌
園
著
『
草

木
育
種
』（
文
化
一
五
年
・
一
八
一
八
年
）
に
よ
れ
ば
、「
菊
の
種
類
は
実
ば
へ
に
て

年
々
花
形
変
故
、
そ
の
数
を
知
ら
ず
。」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
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来
映
え
や
珍
し
さ
を
競
う
品
評
会
が
、
菊
の
場
合
は
他
よ
り
も
早
く
行
わ
れ
て
い

る
。

　

好
事
家
に
よ
る
評
価
や
投
機
、
ま
た
、
人
々
の
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
、
菊
は
育
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
正
確
か
つ
美
し
い
作
品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

栽
培
期
間
が
春
か
ら
秋
と
長
い
た
め
、
作
業
量
と
そ
れ
に
伴
う
道
具
が
必
然
的
に
多

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
他
の
植
物
に
較
べ
て
菊
の
栽
培
方
法
の
解
説
は
、
概
し
て
長

文
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
『
菊
花
壇
養
種
』
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
菊
の
著
作
の
う
ち
、
か

な
り
後
発
で
は
あ
る
が
、
そ
の
分
、
先
達
の
園
芸
書
を
参
照
に
し
な
が
ら
（
五
頁
）、

大
菊
の
栽
培
と
花
の
整
え
方
、
品
種
ご
と
の
花
弁
の
違
い
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解

説
、
図
示
し
て
お
り
、
現
代
に
お
け
る
菊
の
栽
培
に
も
通
用
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

　

３　
『
菊
花
壇
養
種
』
に
つ
い
て

　
　

⑴　

栽
培
の
あ
ら
ま
し

　

本
書
の
主
な
目
的
は
、花
壇
に
作
る
洋
菊（
以
下
、大
菊
と
す
る
。）の
栽
培
で
あ
り
、

栽
培
に
必
要
な
土
作
り
・
播た
ね
ま
き種
・
根
分
・
整
枝
・
害
虫
駆
除
な
ど
の
作
業
を
解
説
し

て
い
る
。
そ
の
前
に
、
菊
に
ま
つ
わ
る
菊
慈
童
の
伝
説
や
、
重
陽
の
酒
宴
、
菊
花
へ

の
綿
か
ぶ
せ
な
ど
、
い
ず
れ
も
菊
の
露
が
不
老
長
寿
に
効
能
が
あ
り
、
そ
の
香
は
邪

気
を
祓
い
清
め
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

菊
の
栽
培
は
、
寒
中
に
お
け
る
土
作
り
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
作
業
は
本
書
が
刊
行

さ
れ
て
約
一
七
〇
年
を
経
た
現
代
で
も
変
わ
ら
な
い
6

。 

作
り
方
と
し
て
、
通
気
を

好
み
湿
気
を
嫌
う
菊
の
た
め
に
、
黒
ぼ
く
土
に
赤
土
を
混
ぜ
、
さ
ら
に
人こ
や
し糞
や
糠
を

入
れ
、
約
五
〇
日
間
保
管
す
る
。
そ
の
間
に
天
地
返
し
を
二
回
程
行
う
と
あ
る
。
特

に
種
蒔
き
か
ら
栽
培
を
始
め
る
場
合
に
は
、
土
作
り
を
第
一
と
し
て
い
る
が
、
当
時

花
と
春
を
あ
ら
そ
は
ざ
る
に
や
。
色
香
か
た
ち
と
も
に
す
く
れ
て
め
て
た

き
も
の
也
。
誠
に
花
の
上
品
と
す
へ
し
。
詩
歌
に
多
く
詠
し
か
ら
や
ま
と

い
に
し
へ
今
人
の
あ
ま
ね
く
愛
す
る
も
む
べ
な
り
。

　
　
　
　

�

菊
花
を
食
す
れ
は
養
生
の
上
薬
と
す
、身
を
か
ろ
く
し
年
を
の
ぶ
る
よ
し
、

本
草
に
し
る
せ
り
。

　
　
□図
『
千
代
見
草
』　

西
京
園
丁	

元
禄
一
二
年	

（
一
六
九
九
）

　
　
□図
「
百
菊
図
巻
」　

三
仲
斎
蘭
窓	

元
禄
一
七
年	

（
一
七
〇
四
）

　
　
□図
『
菊
あ
わ
せ
』	
正
徳
四
年	

（
一
七
一
四
）

　
　
□裁
『
花
壇
養
菊
集
』
清
水
閑
事	
正
徳
五
年	

（
一
七
一
五
）

　
　
□図
『
画
菊
集
』　
　

湯
口
謙
甫	

正
徳
五
年	

（
一
七
一
五
）

　
　
□図
『
江
戸
菊
会
』	

享
保
三
年	
（
一
七
一
八
）

　
　
□他
『
京
新
秋
菊
惣
割
苗
帳
』	

享
保
三
年 	
（
一
七
一
八
）

　
　
□図
『
扶
桑
百
菊
譜
』
児　

素
仙	

享
保
二
〇
年	

（
一
七
三
五
）

　
　
□裁
『
菊
経
』松
平
頼
寛
・『
菊
経
国
字
解
』白
士
盛
隆　
　

宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）

　
　
□裁
『
草
木
育
種
』　

岩
崎
灌
園	

文
化
一
五
年	

（
一
八
一
八
）

　
　
□裁
『
養
菊
指
南
車
』
秀
島
英
露	

文
政
二
年	

（
一
八
一
九
）

　
　
□裁
『
菊
花
壇
養
種
』
菅
原
菊
叟	

弘
化
三
年	

（
一
八
四
六
）

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
関
連
の
書
が
存
在
し
て
お
り
、
菊
が
普

遍
的
な
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
早
い
時
期
で
は
、
色
形
が
異
な
る
菊
を

ま
と
め
た
画
譜
が
主
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
後
半
に
は
、
栽
培
方
法
や
品
種
を
解
説

し
た
園
芸
書
『
花
壇
綱
目
』『
花
壇
地
錦
抄
』
が
登
場
す
る
。

　

一
八
世
紀
前
半
に
は
、
花
合
の
結
果
に
よ
る
菊
の
名
前
が
、『
花
壇
養
菊
集
』『
江

戸
菊
会
』『
京
新
秋
菊
惣
割
苗
帳
』
に
記
録
さ
れ
た
。
各
人
が
所
有
す
る
植
物
の
出
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い
ず
れ
の
説
明
も
色
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
大
菊
と
考
え
ら
れ
る
。『
花

壇
綱
目
』
と
本
書
に
共
通
す
る
菊
の
名
前
と
し
て
、「
玉
牡
丹
」
が
あ
る
が
、
前
者

は
「
大
輪
白
咲
出
し　

黄
色
」、
後
者
は
「
外
白　

中
む
ら
さ
き
」
で
あ
り
、
同
一

品
種
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

続
く
布
袋
造
り
の
説
明
で
は
、「
菅
井
菊
叟
翁
、年
頃
菊
の
栽
培
の
事
に
精く

は密
し
く
、

凡お
よ
そ

高
さ
三
尺
余
に
し
て
花
の
輪
差
渡
し
六
七
寸
或
は
一
尺
に
及
ぶ
育
て
方
」
な
り
」

と
あ
り
、
菊
を
草
丈
約
一
ｍ
、
花
の
大
き
さ
二
〇
～
三
〇
㎝
に
仕
立
て
る
方
法
で
あ

る
7

。
栽
培
方
法
と
注
意
点
は
大
菊
と
同
じ
で
あ
り
、か
つ
手
入
れ
に
際
し
て
は
、「
老

人
な
ら
ば
眼
鏡
を
係
、
た
す
き
に
て
袖
の
外
へ
さ
は
ら
ぬ
や
う
に
し
て
、
小
楊
枝
の

如
き
物
に
て
み
き
に
す
べ
き
莟
に
さ
は
ら
ぬ
や
う
に
、
廻
り
の
つ
ぼ
み
を
摘
取
る
べ

し
。」8 

「
風
雨
の
防
方
行
と
ゞ
か
ず
し
て
莟
を
落
し
葉
を
痛
れ
ば
、
数
日
の
手
当
空

し
く
な
る
へ
き
事
」
と
、
布
袋
造
り
に
限
ら
な
い
栽
培
の
心
構
え
を
説
く
。
特
に
菊

は
、
蕾
の
育
つ
時
期
が
台
風
の
襲
来
と
重
な
る
た
め
、
雨
風
除
け
に
念
入
り
な
準
備

が
必
要
で
あ
る
。
芽
出
し
や
開
花
の
喜
び
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
正
確
な
、
よ
り
美

し
い
作
品
と
し
て
の
仕
上
が
り
を
追
求
す
る
菊
の
栽
培
は
、
現
代
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
心
構
え
が
必
要
な
菊
に
つ
い
て
は
、
種
の
管
理
に
も
細
心
の
注
意
を

払
う
。
菊
の
種
は
と
て
も
小
さ
い
た
め
、
茎
ご
と
切
り
離
し
た
花
を
逆
さ
ま
に
ぶ
ら

下
げ
て
お
き
、
用
意
し
た
苗
床
や
袋
へ
の
自
然
落
下
に
に
よ
り
、
漏
ら
さ
ず
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
品
種
名
を
記
録
し
な
い
と
、「
翌
年
は
必
忘
る
ゝ
こ

と
多
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
種
か
ら
の
栽
培
＝
実
生
は
、
そ
の
形
質
が
定
ま
ら

な
い
た
め
、必
ず
し
も
前
年
と
同
じ
内
容
で
開
花
す
る
と
も
限
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、

「
武
者
揃
」「
子
渡
し
」
な
ど
と
い
う
極
め
て
主
観
的
な
名
付
け
と
あ
い
ま
っ
て
、
江

戸
時
代
に
お
い
て
、
既
に
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
の
種
類
が
存
在
す
る
に
至
っ
た
。

で
も
場
所
と
手
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
大
都
会
江
戸
な
ら
で
は
の
手
段
と
し
て
、

「
植
木
屋
に
貯
え
置
肥
土
を
買
入
て
も
可
也
」
を
勧
め
て
い
る
。

　

土
作
り
か
ら
始
ま
る
菊
の
栽
培
に
は
、
ほ
ぼ
一
年
間
を
要
す
る
。
菊
の
生
長
期
は

春
か
ら
秋
で
あ
り
、
厄
介
な
こ
と
に
虫
の
活
動
時
期
に
一
致
す
る
。
そ
の
た
め
か
、

松
平
頼
寛
・
白
士
盛
隆
『
菊
経
国
字
略
解
』
で
は
、
菊
の
害
虫
を
図
で
表
し
、
観
察

と
駆
除
の
助
け
と
し
て
い
る
。
虫
の
害
は
菊
の
価
値
を
著
し
く
下
げ
る
こ
と
か
ら
、

栽
培
用
の
土
は
、
菊き
く
す
い虎
（
キ
ク
ス
イ
カ
ミ
キ
リ
）
の
卵
と
幼
虫
を
警
戒
し
て
、
前
年

の
栽
培
に
使
用
し
た
土
は
使
わ
ず
に
、「
培
つ
ち
こ
し
ら
へ
養
を
第
一
と
す
」
と
し
て
い
る
。
害
虫

の
駆
除
に
つ
い
て
は
、
石
灰
水
や
捕
殺
の
他
に
、「
な
ま
こ
は
虫
を
除
く
も
の
な
り
」

と
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
、
岩
崎
灌
園
『
草
木
育
種
』
に
て
、
草
木
の
根
を
掘
り
上

げ
る
害
を
な
す
モ
グ
ラ
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、「
又
妙
法
あ
り
。
海な
ま
こ参
を
切
て
所
へ

埋
置
バ
、
遠
く
逃
去
る
と
云
。
な
ま
こ
ハ
虫
を
除
く
も
の
な
り
。」
と
あ
り
、
そ
れ

に
倣
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
か
つ
て
は
小
正
月
の
行
事
と
し
て
、
ナ
マ
コ
を
藁
で

包
み
、
縄
で
引
き
回
し
て
、
土
中
の
モ
グ
ラ
を
牽
制
す
る
「
な
ま
こ
曳
き
」「
も
ぐ

ら
曳
き
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
菊
の
一
覧
と
し
て
、
水
野
元
勝
『
花
壇
綱
目
』
に
掲
載
の
七
九
種
を
記

載
す
る
が
、（
三
二
〜
三
七
頁
）
中
に
は
「
中
輪
」「
小
輪
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
花

壇
綱
目
』
が
著
さ
れ
た
一
七
世
紀
後
半
に
は
、
花
の
大
き
さ
に
よ
る
種
別
が
厳
密
に

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
一
旦
「
菊
花
壇
養
種　

初
輯
」
が

終
了
す
る
が
、
掲
載
し
た
栽
培
の
事
例
は
江
戸
に
よ
る
た
め
、
他
地
域
の
場
合
や
、

「
挿い
け
は
な花
に
数
日
菊
花
を
保た
も
たす
る
事
」「
正
徳
年
中
菊
合
の
流
行
し
事
な
ど
、
初
輯
に
漏

た
る
事
は
後
輯
に
次
で
記
す
」
と
あ
る
が
、
後
輯
の
存
在
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
当
世
に
お
け
る
菊
と
し
て
、
二
八
の
名
が
あ
る
が
、（
三
九
〜
四
〇
頁
）
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3�　

俗
世
間
か
ら
離
れ
て
隠
れ
住
む
こ
と
。
古
代
の
中
国
で
は
、高
い
見
識
を
持
ち
、

自
分
の
理
想
を
掲
げ
て
、
公
職
に
就
か
な
い
人
々
を
「
逸
民
」
と
し
、
逸
民
が
人

里
離
れ
た
場
所
に
隠
れ
住
ん
だ
こ
と
か
ら
「
隠
逸
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
菊

の
別
名
と
し
て
「
隠
逸
花
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
姿
形
を
隠
し
て
い
て
も
、
清

ら
か
な
香
り
で
そ
の
存
在
が
知
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

4�　

岩
佐
亮
二
「
菊
の
成
立
と
発
展
」（
社
団
法
人
全
日
本
菊
花
連
盟
編
『
菊
花
譜

―
園
芸
文
化
の
伝
統
と
そ
の
歩
み
―
』
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
一
年
）。

5　

一
般
財
団
法
人
雜
花
園
文
庫
蔵
「
造
花
一
覧
園
百
菊
」

6�　

山
本
和
美
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸　

よ
く
わ
か
る
栽
培
12
か
月　

大
ギ
ク
』（
日

本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
一
年
）。

7��　

現
在
（
二
〇
一
九
年
）
に
お
け
る
菊
の
布
袋
作
り
と
は
、
大
量
の
小
菊
を
使
用

し
、
布
袋
の
腹
の
形
を
造
作
す
る
技
術
の
こ
と
で
あ
る
。

8��　

現
代
で
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

9��　

清
水
閑
事
『
花
壇
養
菊
集
』（
正
徳
五
年
・
一
七
一
五
）
は
、
京
都
円
山
に
て
、

座
敷
に
一
輪
ず
つ
並
べ
ら
れ
た
「
当
世
菊
花
」
に
、
武
家
や
僧
侶
、
庶
民
が
集
ま

る
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
菊
の
花
合
（
菊
合
）
を
絵
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
未

刊
と
な
っ
た
『
菊
花
壇
養
種　

後
輯
』
に
お
い
て
、「
正
徳
年
中
菊
合
の
流
行
し
事
」

の
収
録
を
予
定
し
て
い
た
の
も
、
菊
を
語
る
に
つ
い
て
、
栽
培
の
発
達
を
促
し
た

要
因
と
し
て
花
合
が
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

　

　
　

⑵　
「
菊
を
作
養
方
の
画
解
」
に
つ
い
て

　

本
書
の
挿
絵
は
渓
斎
英
泉
の
手
に
よ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
菊き
く

を
作
つ
く
る

養や
し
な
ひ
か
た
方
の

画え
と
き解
」
が
あ
る
。
栽
培
用
土
の
拵
え
か
ら
、
開
花
の
準
備
ま
で
の
、
栽
培
に
必
要
な

作
業
を
、
八
つ
に
分
け
て
図
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
面
で
も
、
二
人
の
男
性
が

菊
の
生
長
に
合
わ
せ
た
作
業
を
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
る
。

土
作
り
と
そ
の
手
入
れ
、
苗
の
水
や
り
と
移
植
、
害
虫
駆
除
に
支
柱
立
て
な
ど
、
文

章
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
各
作
業
の
具
体
的
な
動
作
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

植
物
の
栽
培
を
解
説
す
る
園
芸
書
に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
植
物
を
具
体
的
に

示
す
必
要
が
あ
り
、そ
の
姿
形
が
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
る
。
同
じ
種
類
で
あ
っ
て
も
、

品
種
に
よ
り
全
く
姿
形
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
植
物
の
解
説
に
お
い
て
、
挿
絵
の
重

要
性
は
極
め
て
高
い
。
た
だ
し
、
描
か
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
植
物
や
、
栽
培
に
必

要
な
道
具
や
設
備
、
害
虫
が
多
く
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
の
姿
は
殆
ど
描
か
れ
な
い
9

。

そ
の
点
に
お
い
て
、
本
書
に
お
け
る
「
菊
を
作
養
方
の
画
解
」
は
、
渓
斎
英
泉
の
画

力
も
あ
り
、
巻
末
に
記
さ
れ
た
「
草
木
栽
培
の
業
に
預
ら
ぬ
者
も
、
秋
の
楽
し
み
に

菊
を
作
り
愛
る
者
多
き
故
に
、
僅
に
其
荒
増
を
誌
し
て
好
者
の
一
助
に
備
ふ
る
も
の

な
り
」
と
い
う
目
的
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

1�　

磯
野
直
秀
は
「
著
者
菅
井
は
図
を
描
い
た
渓
斎
英
泉
そ
の
人
の
よ
う
に
お
も
わ

れ
る
」
と
す
る
（『
日
本
博
物
誌
年
表
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
平
野
恵
も

『
園
芸
の
達
人　

本
草
学
者
・
岩
崎
灌か
ん
え
ん園
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て

同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

2�　
『
絵
本
江
戸
風
俗
往
来
』（
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
）
の
原
著
は
、
明
治
三
八
年

（
一
九
〇
五
）
の
刊
行
。


